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雑草の発育生理学的研究 (第 2報)

アメリカセンダングサの短日および長日に対する花成反応

杉野 守■･芦田 学事 
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Ⅰ は じめ に に多 く付む し,内部にまでもぐり込んで難渋させら
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は全国的に広 く分布する帰化雑貨であり,

アメリカセンダングサ れる厄介な雑草である. しかし.本植物は身近にあ

って容易に入手でき,多数の種子が得 られ,その生耕

5'lOska
i
lhsr̂,tF日h iys

地にはむしろ少ないが,路傍や空地,ゴミ捨場,水 育がすみやかで丈夫であり,また,切枝によっても

湿地などに多 く発生するキク科の 1年生植物であ 容易に生長,繁殖が可能な点などから.植物の実験

る.その花は目立たないが,種子 (そう果)は逆 と 材料 としては好都合である.

げがあり,結実期にはその茂みにふれた人々の衣服 さらに,本楯物は季節的に斉一に開花結実 し,輿 
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第 2号 

型的な短日性花成を示すことから,筆者らは特に, 実験植物の栽培のために,楯物体の大きさによっ

0

2cて園芸用のプラスチックポット (9-1

)7891(41

m),プラ

近畿大学農学部紀要

その光周的花芽分化反応について実験観察を行い,

ンター ( ×3×1 m)および,特に子葉植物の実

は,本楯物の短,長日およびその組合わせ刺激に対 験では,代用プランターとして市販のイチゴケース 

0c
0
2
1

m)を用いた.これらの中に砂またはバc(11×16

4,た種子より得た幼植物を移植したものを用いた. または暗箱で覆った.長日処理として 0W または 
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ー ミキュライ トを詰め,大きさにより3-10個体の

植物を移植 し,本字 (東大阪市･北緯34●)屋上の外

気開放ガラス室に置いて栽培した.かん水は十分に

行ったが,施肥は特別な場合を除き行わなかった.

次に短日処理として,午後 5時から翌日の午前 9

時まで (8時間短日),実験植物を暗室に入れるか,

その結果の一部については先に報告lIしたが,今回

する花芽分化反応について報告する.

O


ⅠⅠ 実験材料と方法

実験植物 として,本字近辺にあるアメリカセンダ

ングサの野外群落より,群落別に均一な幼植物を横

堀 りして移植 したものか,または,前年秋にそれら

の群落より完熟した種子を集め,室内で風乾貯蔵し
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60W の白熱'屯球によって終夜照明 (植物体 レベル

で約50-80ルクス)をした.なお,これらの実験期

間を通じて,柏物は外気温に開放され,生育温度は

一定に調節されなかった.また,特定の日長処理の

前後の期間,植物はすべてその花成に対して非誘起 

El長,すなわち長日条件下に置かれた.

花芽分化反応は,各個体の主軸頂芽を観察し,花

芽分化発達の状態を Fig.1に示すように, 0 :未分

この結果,当地方でのアメリカセンダングサの野

外群落は 8月下旬より花芽分化が始まり, 9月下旬

に開花した.この場合,東大阪市内群落の花成がや

や遅れたのは,奈良市,八尾市の群落に比べて,東

大阪市の場合は市街地内の夜間照明の形坪を,より

受けやすい立地条件が原因したのかも知れない. 

2. 自然短日日長に対する花芽分化反応

種子より発芽させ,長日下で育てた 1節 (2矧再

開)植物を用いて, 1974年 10月 7日から, 1, 2,化から 6 :閥的終了までの花成段階値 wer ginlo(f

10(1s g 時間3

して,通常,明らかに花芽の識別の可能な (+)段 区および対照として長日処理 (終夜照明)区に分け

階値以上の花芽をもつ個体のバ-セントで示した｡ た.各区の個体について処理開始後60日間, 5□ご

とに花芽形成率を観察した結果を Fig.3に示した.

ta 3, 4週間の自然日長 1時間37分～ 5分)es)を設定して測定するか,または花芽分化率と

lJllI 実 験 結 果 本実験では li郡hの自然短 REl数でわずかながら

1. アメリカセンダングサの野外群落の花成の進 花芽分化反応がみられ,31那月以上では払塙の反応

行 値が,また 2週間ではこのほぼ中間の値が示された.

本学近辺の野外群落における本植物の花成状態を このように自然短∩口数が増加1すると,花芽分化反

調べるために,東大阪および隣接する八尾市,奈良 応の時期が早くなり,分化率が大となった. 

市内の 3箇所の路傍の本植物群落について, 1976年 

'-8月上旬から 9月下旬まで, 10EIIださに,それぞれ :hlrJ＼＼･eeks

一一一▲ 

⊂ 亡ト･トーの群落から,生育の点い30個体ずつを選び,それら ロー亡卜{ト亡ト{ト -トー ⊂ ロ 

の茎頂芽の花成段階値 を Fig.1にしたがって求め

た.これら異なった 3箇所の野外群落の花成進行状
2＼＼e

態について Fig.2に示した.
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, 1, 1および 

時間の明期を持つ E]長刺激を与えた.各 E]畏実験

2
を誘起せず,1時間以下で顕著な花成進効果がみら

れた.また,"短日"刺激による花芽分化は 8時間日

8

本実験では 時間以上の日長はまったく花芽分化1


を日長処理後 日ごとに求めた.それ らの結果 を10

4


区の1個体の植物について花芽分化率,花成段階値

Fi に示した.4g.

2
0長がやや速やかであったが,1時間,1時間日長は

ほとんど変わらなかった.一方,花成段階値につい

lo( 薬


展開)植物について 8時間明期の短日処理を, 1,
 

0年 4月15日から 1週間, 8,16
7
19


4
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2
てみると, 8,1011

2
であったが,1時間日長区ではやや花成の進行が遅

れた. 

4.
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ua
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4
2


展開)状態に生長 した植物をプランターに移植した. 

時間日長の順にその値が低下

する傾向がみられた.なお.前 2者については小差

短日日数に対する花成反応

本植物の花成を刺激する短日日数 (回数)の効果

を調べるために,生育段階の異なる 2群の楕物体,

すなわち,子葉植物 (発芽後 7日目)と 5節 

3, 5, 7日行う区と対照としての長日処理区に分


年 5月23日から実験を行った.子葉植物
-d-aong y HJ7
19

-i tcaidndaysFero

de. 

5g.

0

2


6


区については各区2個体,5節菓植物区については

各区1個体の花芽分化率を,処理開始後10日ごとに 

0日間計測し,その結果を Fi に示した.また, 
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,9年 6月1日から, 3, 4, 5, 6, 7

8, 9および10日の短日処理を行い,花芽形成率を 植物に対 し花芽分化を訣起するに至らなかった.ま

leb測定した.その結果を Ta lに示した.

これらの実験結果から,短日刺激に対する花芽分

化反応は,短日処理日数の増加に伴い,より早期に,

より高い分化率を示した.しかし,その程度は,植

物の生長段階や処理時期によってかなり大きな差異

がみられた. 

5月23日から行った実験では,子葉楕物区は 5節

菓植物区に比べ,明らかに商い花芽分化反応を示 し

9(発芽後55日)を用い,10

00

た.特に, 3日の短日処理により,前者では6%の

花芽分化を示したのに対し,後者ではまったく花芽

誘起がみられなかった.また,7日の短日により子

葉植物区は1

同様な実験として,子葉植物,3節展開葉植物につ 6月19日から始めた子葉植物 と 3節薬植物に対す

る短日処理実験結果では, 3日の短日処理は両群の

た,子葉植物は 3節葉植物に比べ,比較的少ない処

%の花芽分化がみられたが,5節葉植

87

理日数の場合はやや早期に花芽分化を示した.しか

し,日数が多くなると,両者の差はほとんどなくな

るか.または 3節薬植物の方がより早期に高い分化

を示した.

次に,このような生育段階の違いによる短日日数

に対する花成反応を,さらに詳しく調べるため実験

を行った.長日下で育てた若い 2節秦植物 (発芽後 

10および30日の短日

処理を行い,処理開始後88日まで,頂芽の花成段階
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本実験の場合,生育段階の異なる老若植物群はと物区では約6%であり,花芽分化時期も子葉植物区

の 3日短日処理のものよりかなり遅れた. もに,短日処理の日数の増加につれて花成段階値の
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本植物の花成を誘起する短日刺激に対 して,誘起 本実験では.連続10日短El処理区がJlaも速やかに

69以上.7日および3日にすべての個体が開花した. 

短日処理期間内に与えられた長日の花成に及5,
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中断の 10日短 日区 ilSD+次いで, lEl逝 き良 E]
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SD+1LD)x2書の暇に低(5

た長日日数が増

すと,花成反応は顕帯に減少し, lE)や 2Elの短日

後では2ロの長日挿入,3日の短日後では 3Elの長

L-た, 一定の短 11口数直後に挿入さ4 
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挿入をした場合は,花成反応がまった くみられな

かっ(. しかし,5口の短 E 

断 した計 10口の短 口処理区は,低い花成反応値にせ
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l処理後 5日の長日で中

よ,5日のみの辿統短口処理区に比べ 2ケ月後,花
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芽分化率で 4倍,花成段階価で約 2倍の伯を示した.

すなわち,花成刺激効果の残留とJJ罪的効果が示唆
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HJirrた則' jに挿入 した場合は,いずれも対照としての 

8仁l迎統短日区よりも高し

､tlr･l)ll. rth(.川l(

LlllぐPC川1叩lLlr'( 花ゝ成反応値を示した.ま

た,その中では 8日短ロ口数を lRと 7日 (または

その逆)に分けて尾口で中断した方が,5日と 3日 

花芽分化し,j= lifが挿入きれた (またはその逆)に分けて中断した場合よりも,花成るにつ

礼, したがって全短日溺起糾問が艮びくと,花芽分 反応値がより大であった.

d･･回数が多 くr 

次に,2ロの良口で 8日短日を中断すると,1日さに良 nを与え

た場合は,顕著な花芽分化の遅延が認められた.し 長日中断の場合よりも花成反応値がすべての区にお

Ll!tr化等の増加が過れ/i.特に, 1uP

かし,いずれの場合も 
となった. ∩ (またはその道)に分けて 2日長日中断 した区に

Fl･終的には100%の花芽分化率 いて低下 した. しかし, 8口短日を 4日, 1日と 7 

97次に,同 L:く子盛植物を用い,1 おいては,なお対照の 8日連続短日区をやや上回るIか6年 5月23E

か,またはそれにはは等 しい反応二億を示した. 2日jrら計1rlまたは 9口の短｢

5口間の艮口刺激を挿入した場合の花成反応を調べ と 6口に分けた場合の 2日艮日中新区はなお対照区

た. この場合は連続長口区,連続 5日,7口および に近い反応値であったが,その逆,すなわち 6日と 

】処理好日誹rl,1,2,3, 

短 rl区を含め宮十14区のそiLぞれ20供試個休につ 2日に分けて 2日長口で中断するとかなり低い値と10El

いて,処理開始後20-60口間の10日ごとに,花芽分 なり,さらに,3日と 5日 (またはその逆)の場合

化率,花成段階値を計測 した.その結果は Table2に には,いずれも対,q区の半分以下の花成値であった.

示 した. 次に,このような8日短日処理における長日中断

本実験では,10E7連続短ET区が全体 として戚高の 効果を,4日と 4日の短日口数の間に, 1, 2, 4

花成反応を示したが,計10円の短日を 2日旺き 1El または 8日間の長日を挿入した場合について花成反

の長日で 4回中断した区が,ほとんどそれに近い花 応を調べた.実験は 3節 6策植物を用いて,1977年 

成反応を示 したことは注目される.花成反応の大き 5月 1日から前と同様な日長処理を行い,その後ま

0S

さを花芽分化率と,花成段階値の面から全体的にみ で10日ごとに各区20個休について花成反応 

ると,その場は前 2名 11 D,(

LU(7芽分

】e2SD十 ILD)×5㌢に 化率と花成段階伯)を計測 した.その結果を Tab



近畿大学農学部紀要 第 20号 

ived tucill

)7
8
9
(1
02

hesp sattl tanikct-oll0fb garegilttaDS､on fwer)inlotd S(S)a
｡r-hs

ays
6

(
 

0d

ay 

'
1

0
0

h itooper

hor

2

5
1 

ac

ht ter

te

f

f

an

tnsere

bfeore

･a

itna

L

′-

a

llu

n 

ハ

ハ 

ha

aysan.

da-

an

k d ftepunerong

Jt

r()

re

)s

)s

OU 

T

LJ
U 

me sl L( gdyv Si da re hs td

ld dsoo

yi mi oll da ep -

Ⅰ
Ⅴ 考

本実験では,いずれの実験区も比較的速やかな花 植物の光周反応,特に,日長刺激に対する花成反

)20
2
19
D ( )以来多くの植Ln成反応を示したが,対照区の 8日連続短日区に比べ, 応は,GARNERadALAR

3
6
19
Y( )はこのような反応型を分類RUBISれた.SAL

3

l.r30(3


LI.'0
,t

2

5
0
 

l

/＼1

nYO
(1
 

察

2
 

7
 

2
 

7
 

9
 

-erlow

2
.｢ 

0

ハXU(月引

2
3

8
-＼0


7
(
9
2

〓J
0

0
0

0
1

0
1 

5
′＼

2
 

0
0 

⊃
3
L

･･as)

7

3

7
 

0 

5
･】 
0
5 

7
(止

0( 

八U
5 
0
t 

nU
2
5
( 

3
(
 

8

0
2 

2
0
 

5
(

3
( 

/

0

6

7


ハU
2

0
0 

1


0


〓J
′-

n

V 

Ln

e2.Eff s or te l gd s( ) i d b wee

Ph werilll sadf

n

me gs s(nP )onc nditera
n

te

ilta
heses

It tnercaae

taren

Ds

l

L

tage

ay

in

onh

●tns


tec


icdO
t trea

Itooper

lTba

0
ー

0
EJ 

0
(一/ 

LT)d｢ 

9
Jr1 

L

Ar
 

5
2
 

/
( 

9
ー･=q 

r


5
1

⊃
0
 

8
(
 

7


50
40
03
20


【/ 

1
 

0t0/＼0.1
01


0 

n
5

0

U

5
3


7
(
9


L/
t
9


5
1
 

0
( 

∧U
O
3

O ( 

rtes metnt t t tarorreahtefa

リん
1 

(

7
(

2
(

2
(

9

7
 

C 

6
 

U
ハUn
LIJ

/1

7
(

2
/＼ 

0
0
2
(
 

% Ofp swihflotl tan

∩

けい 

3
 

LLJ
2 

Lr)0

0
0

/
(

2
(

2
( 

(

0
ー

､ 
3
(
 

( 

L.

6

9
 

1
 

2
 
0
0 

0
0
5
0 

11


ll

… 

ー 

0
(

5
(

2
′-､ 

Ln
nU 

VO 
n

7
′･＼ 
2

t 

l
t 

on)n

nU0 

el

76
9
31.
donMay2

9


か 

8

4

1
 

llJ
O 

0

5
0

.

nU(
00
(

3
(

J
0
⊂
ー 

Lf)
0 

Lr/nV 

6
t 

U
0
n

O

ー 

2
/＼ 

/＼ 
2
(
 

I1

(

-､ 

tage,deonarys)lcoy

DりSD +1L ×3 

)

0SD

1SD十lLD)×川 

1SD+2L )×1

t tare

2SD +1LD×5

0 

h

)

ll

)

)

)

s

D

Ds

D

ta

t

O

)).

trea

s 

s

s

Ds

s

s

s

I

(

l

dio

3S +3LD ×3 

1

(

(

(

(

(r

(

(

)SD +ILDx2 

5SD 十二‡LD x2 

5SD 十5L x2 

*1SD+1L xl

nat HellS

All 111SWe

ct metS

S)【 

LD

7Sns 

s 

5S

4に示した.

1日の長日で短E]期間を中断した方が,むしろ花成 物種について多数の研究報告が重ねられてきた.そ

進行速度が大であった. 2日以上の長E]中断では, の結果,楯物種,系統 (品種)により,また,温度

その長日日数が増すにつれて花成の進行が遅れた その他の外的条件により多様な花成反応型が見出さ

が,8日の長日挿入によっても比較的高い花成反応

8


777

して,当時までの報告例を4通 りの型に分け,さら

に,理論的に 通 りの光周反応型の可能性を示唆し

た3).また,その後の報告を加え,研究材料として代

がみられたことは注目される. 
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から初夏に発芽し,8月中旬ごろまでは旺盛な栄襲

に示したように,8月下旬に入

モス,アサガオ,タバコ,ダイズ, トウモロコシ･ ると花芽分化を開始して約40日で開花する.この間

このような代表的な実験材料として一般に栽培種

易であることなどの利点を有するためであろう.

アメリカセンダングサは,短日植物 として上記の

リス トには含まれていない野生の雑草であるが,節

報1)および今回得られた実験結果からも,いくつか 分化がみられ,3週間以上の短日処理日数で十分な

の典型的な光周花成反応を示すことが明らかとなっ 花成刺激となる.

02アオウキクサなど2柾の短日植物については,8通 時間2 分であるが,

りの短日花成反応型が分類された. 常用薄明の 1部が日長刺激 としてこれに加わるの
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性のほか,それらの入手,種子発芽,生育管理が容 本植物の花成に及ぼす短日日長の影岬は,生育時

期によってもかなり変化すると考えられるが,Fi
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た. また,実験的に花成刺激の限界日長を求めると,Fi

本植物の野外群落は,大阪地方 ( N)では,春 4に示したように, 4月中旬からの戸外実験で 7日
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の恕nLL 2 朋孝 ll碓 = L ま,むしろ,対照の連続 8暮Jf雌をすると,1時間と1 間の問に, L] 11回の艮= ｣処理区よ

な花成刺激時IH りt, Tal ,)Lの限界がみられた.しかし,別の実 より速やかな花成反応を誘耕した ( be34.

験結果‖7)llJ) l ]処理)では.1I l4 しかし,2口の連続艮E(=Iも, 6L短 r 2矧 iiJ5 l刺激はその店前に与えられ 

分と13時間とのJ枇こ限界口良がみられた.多くの短 fJlFl(あるいは 2R)の短El刺激効果を,*効にす

｢I地物では,限界トUiが13-15時間,例えばアサガ るが,31｣の短口効果を無にはしない.また,3口

オは15 ) 1 述統艮ロは,その節に与えられた 3日の短口効果を時間とい3れる56.このような実験的限界日

長と,野外肝癌の花成誘起の自然日長とのず1日こつ 無にすることがあるが,4Elの短日刺激効果を無に

いては,一般に指摘される571ように,他物の生長段 はできない.

階,光周誘起日数,気温,特に俊温または光質など 以上のことから推察すると,アメリカセンダンブ

の藷輿などによるものと考えられ,今後の検討が必 サの似合,短rl刺激により生 L:た物質が花成促進物

要であろう. 質として畜併し,安定化するためには 3- 4口以上

次に,本旭物の花成の短日刺激感受性は,It汚段 の短日日数を必要とする.これに対して長日刺激に-

階によってかなりの追いがある.Fig.5,Fig.6およ よる花成抑制,またはrJj刺激の撫効化は 2- 3口

び Tablelに示したように,～般〔,子葉摘物や若 以上の連続長円が必要である.こJuよ長日刺激によ

齢植物は,特に不十分な短R-刺激に対し,老齢植物 り彫成された物質が.不十分な短El刺激(3口以下)

よりもより敏感に反応する. これまでの実験結果で による不安定な花成促進物質の残留を阻嘗するか,

は,8時間短日 3日が本地物の花芽分化誘導の侶小 または下安定な花成前状態を変えることによると考

口数であ1),多くは4口の垣F)で,始めて弱い花成 えられる.また,1日および場合により2ロの長日

反応を示す.しかしながら,短日刺激が20-30日に 刺激によって形成された物質,または状態が,短日

なると植物の生育段階の適いにもかかわらず,同じ 刺激効果の中に組み入れらjして花成を促進する可能

速度で速やかに花成が進行する (Fig.6). 性 もある.このような短El刺激と長日刺激の物質的

次に,短日刺激にひきついで与えられた尾口刺激 関係については,今後さらに実験的に検討したい. 

の花成抑制効果をみると(Fig.7,Table2), 1日の

良H刺激は,特にfL1 V と'極的な抑制効果がなく,前の短 ま め

日効果は残留して次の短日刺激効果と加持的に働 く わが国の路傍や空地に普通にみられる帰化雑草の

か,場合によっては 8日の短rlEJ数の間に与えられ アメリカセンyン7'サは.季節的に斉一に花成を進
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行させ,東大阪周辺の野外群落の場合には,8月下

旬に花芽分化が始まり,9月下旬に開花する.

このような花成反応を茎頂芽の花成発達段階情,

花芽分化撃によって測定 し,短日日長,短日処理日

数および短 El刺激にひきつづいて与えられた尖日刺

激の影響を調べた.

これらの結果,本楯物は典型的な質的短 日櫓物 

(qualitativeshortdayp】ant)であり,長日下では長

期間 (少なくとも 7ケ月)栄ヰ生長を続ける. しか

し, 8時間の短日処理を 3, 4日行うと,花芽分化

反応が起 こり,連続短日下では.短日開始後10日日

に花芽分化が観察され,30-40日後には開花する.

本植物の短日限界日長は, 7日処理の場合は12時間

と14時間にみられたが,自然群落の花成季節など考

慮すれば14時間前後と思われる.また,子葉の展開

した幼植物は,それよりも生長の進んだ植物体に比

べて,弱い短日刺激に対してむしろ敏感に反応 して

花芽分化をする.さらに,短日による花成反応は,

戸外実験の場合,季節により差があり, 6--7月に

は比較的商い反応価がみられた.

次に,花成を促進する短日刺激に対して,その直

後に与えられた長日刺激の効果を調べると, 1日ま

たは場合により2日の長日は,その前の短日効果を

ほとんど打ち消さず,場合により短日刺激効果を強

めた. 2日または 3日以上の連統長日刺激は,その

前の不十分な日数の短 日刺激効果 を完全に打消す

か,または低下させた.この結果,本植物の花成反

応において,短日刺激による花成促進物質 (または

状態)と長日刺激による花成抑制物質 (または状態)

の形成が安定状態に達するのに,それぞれ 3,LI日

と 2,3日の日長刺激日数を必要とすると考えられ

る.
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